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戦後補償問題は本当に
日韓請求権協定で解決したのか？
【日時】　２０１２年７月１４日（土）　午後２時～午後６時（午後１時半開場）
【会場】港区立勤労福祉会館第１洋室（港区芝５－１８－２　ＪＲ田町駅下車徒歩５分）
【テーマとパネリスト】
　テーマ１「韓国で公開された日韓会談文書から」
報告者：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(キム),金)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チャンノク),昌録)さん（韓国・慶北大学校法学専門大学院教授）
テーマ２「日本で公開された日韓会談文書から」
　　　　　報告者：太田修さん（同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授）
テーマ３「国際法の視点から」
　　　　　報告者：阿部浩己さん（神奈川大学法科大学院教授）

テーマ４「『慰安婦』問題解決を求める運動の立場から」
　　　　　報告者：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ヤン),梁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チンジャ),澄子)さん（日本軍「慰安婦」問題解決全国行動2010共同代表）

コーディネーター：吉澤文寿氏（新潟国際情報大学教授）
参加費：１０００円（学生５００円）

賛同：一口１０００円（何口でも可）
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（郵便振込　口座　００８２０-７-１０２２８７　名義　日韓会談文書・全面公開を求める会）

報告者のプロフィール


主催：日韓会談文書・全面公開を求める会


共催：強制動員真相究明ネットワーク


　　　　強制連行・企業責任追及裁判全国ネットワーク


（事務局）日韓会談文書・全面公開を求める会


〒165-0031　東京都中野区上鷺宮1-8-2　山本方


TEL：090-9204-7607（山本）　FAX：03-5241-9906


ＨＰ：http://www.f8.wx301.smilestart.ne.jp/　E-mail：nikkanbunsyo@yahoo.co.jp








２０１１年８月３０日、韓国の憲法裁判所は「慰安婦」問題と被爆者問題について、１９６５年の日韓請求権協定で請求権が消滅したかどうかに関する日韓両国の紛争を、協定第３ 条に基づく手続きで解決しない韓国政府の不作為は憲法違反であると決定しました。そして憲法裁判所決定を受けて、李明博大統領は歴代大統領として初めて野田首相に対して「慰安婦」問題の解決を申し入れました。しかし、日本政府は協議に応じるどころか、未だに日韓会談の真相を墨塗りで隠したまま、「日韓請求権協定で解決済み」と繰り返しているだけです。戦後補償問題は本当に日韓請求権協定で解決したのでしょうか。日韓の研究者によるそれぞれの視点からの問題提起を切り口にそれを検証したいと思います。
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梁澄子（やん・ちんじゃ）さん


通訳・翻訳業、一橋大学等で非常勤講師。1990年から日本軍「慰安婦」問題に関わる。在日朝鮮人「慰安婦」被害者宋神道さんの裁判支援を行い、ドキュメンタリー映画『オレの心は負けてない』製作。現在、「慰安婦」問題の立法解決を求める「日本軍『慰安婦』問題解決全国行動2010」の共同代表をつとめる傍ら、韓国ソウルで5月5日に開館した「戦争と女性の人権博物館（WHR）日本建設委員会」の代表として活動。共著に『海を渡った朝鮮人海女』『もっと知りたい慰安婦問題』『朝鮮学校ってどんなとこ？』他。





阿部　浩己（あべ　こうき）さん


1958年伊豆大島生まれ。早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程単位取得。現在、神奈川大学法科大学院教授、国際人権NGO「ヒューマンライツ・ナウ」理事長。専攻は国際法・国際人権法。主著に『人権の国際化―国際人権法の挑戦』（現代人文社、1998年）、『国際人権の地平』（現代人文社、2003年）、『抗う思想／平和を創る力』（不磨書房、2008年）、『戦争の克服』（共著、集英社新書、2006年）、他。





太田修（おおた　おさむ）さん


同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授。専門は、朝鮮近現代史。主著に、『日韓交渉－請求権問題の研究』（クレイン、2003年）、『朝鮮近現代史を歩く』（思文閣出版、2009年）、共著に田中俊明編『朝鮮の歴史』（昭和堂、2008年）など。日韓会談文書・全面公開を求める会共同代表





ソウル大学校法科大学法学科卒業。現在、慶北大学校法学専門大学院教


授。専門は植民地期朝鮮の法制史、日本軍慰安婦問題の法的研究、日本


の司法制度。著書に『リベラリズム、日本そしてアジア』（釜山大学校


出版部、1999年）、『日本軍「慰安婦」問題に関する国際社会の動向』


（女性部研究報告書、2003年）他。論文に「韓日協定と韓国人個人の権


利」（『法学研究』（釜山大）第43巻第1号、2002年12月）他。














一口１０００円の賛同カンパにご協力を！
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会場案内図





日韓会談文書公開請求第３次訴訟・判決言渡し


９月１１日（火）　午後１時１５分～　東京地裁７０３号法廷


※終了後、簡単な総括集会を開催する予定です。








